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『資料研究j の商IJ 刊号は編集作業も Wi制だったが、 2~} 3号の刊
行の時JVになると学|事|紛争が激化して、各機関で仕事をする場所が
しょっちゅう「疎開 jするようなことも多く、執筆者との迎絡も原稿
のやり取りも協ならぬ1寺代だった。お元気で、あればその頃の思い出な
ど本誌に説いていただけたと思うが、残念ながら亡くなられでもう 3
ir:.になる。
その頃一橋大は、 I季報jの干1洋雑誌のほか和l書の採録担当機関で
もあった。『五十年史jに宮地幹夫さんが脅かれているが、既存の書
-130一
誌に記載されている図書の書誌的事項のチェックや、同大学で未購入
の図書を採録すべく、創1谷先生を先頭に1汀の書応に繰り/1'，し、書屈の
届員に「じゃま者j扱いをされながらカードを仕上げたとか。メンバー
は松尾剛さん、倉又|焼子さん、三枝辰男さんや山崎美奈子さん達であ
ろうか。その内の一人が宮地さん。
宮地さんの話によると、「万引きjに1¥1述えられたこともあったと
か。あるおUlrの年配の、経済学など社会科学を専攻された研究者から、
その研究活動を続ける過程で「どれほど『季報jにIlt制になったこと
だろうjとか r季報jなくして今日の私はなかっただろうJなどと
よく感謝の言葉を耳にしたものである。パソコンなどというものがな
かった時代の話ではあるが、感謝の言葉を口にされる方たちも、時に
は「万引きjに間違えられる様な作業をしながら一枚一枚のカードを
作成して『季報jが作られたということまではご存知無いであろう。『季
報jは、大げさではなく「汗と涙jの結品であったといえよう O
この「万引き屋さんj、制服実直が背広を着ているような人物で書
誌学の造簡も深く、彼の「イギリスにおける書誌学論争jなる報告を
聞く機会があったが、そこでコピンガンなる人物のことなどを教えら
れた。 1[1を愛し、余暇にはチェロやコントラパスなども哨むという趣
昧人。東大の佐藤さんとは音楽仲間でもある。
当時筆者の職場に古在現代さんがいた。 j(rj倒見のよい人で、私など
は厄介なことは何時もこの人に押し付けていた。後のことではあるが、
協議会の Di.十年史』の編集の際は紅一点の編集委員として参加して
もらい、とかく話が広がりすぎて議論が糊まらぬ男たちに'1にあって、
全体の進行を上手くコントロールしてもらったおかげで、ようやく完
成にこぎ着ける事が/1'，米た。この人の力に負うことが大きかった。
「幻のハンドブックjといわれた「日本経済資料ハンドブックJでは、
東経大の同僚のJ!ltIHI郁夫さんと組んで担当した「財政]が腿出原稿第
一号だったのだが、私の怠慢で、本の形にならず、今でも 11し訳けなかっ
たと思っている。
名簿の方々のお顔を思い浮かべながら記していたら、何か「飲兵衛
列伝jみたいなことになってしまい、 rl本lったな-Jなどと思ったり
したが、ープiオリンピックの水泳選手候補だった(ように記憶してい
。 。??
るのだが)慶!忠大の菅野千枝子さんのような異色の方もおられた。協
議会は正に多士済々であったといえよう。
この方たち以外にも多くの仕事仲間に恵まれた。その方たちとの交
流も脅さ記して感謝の意を表したいのだが、この担1¥文のタイトルから
外れてしまうので、残念ながら諦めた。「協議会百年史jでも刊行さ
れるような機会でもあったら、後を続けたいものである。
いまもなお元気な方のことも残念ながら故人になられた方のこと
も、そして昔のことも最近のことも思いつくままに、多くの思い出の
一端として書き述ねた。
さてこれからのことであるが、「協議会は不滅だJなどと肩張った
物言pはしないけれど、曽て協議会に係わりのあった人々の交流の場
として、最近杉本先生が良く口になさる「ピプロ一会jなるものを立
ち上げ、その旗の下に馳せ参じょうかなどと考えている。泉下の川原
利子さんに「まだ遊び足らないの!Jと言われそうだが。
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